
９月９日は救急の日!!

あまり知られていない救急の豆知識

　「救急の日」は、救急業務や救急医療について正しい知識と認識を深める
ために制定されました。この機会に救急について考えてみましょう。

Ｑ１　救急車が最初に配備されたのは
　　　どこ？
　救急車が日本で最初に、配備された
のは横浜市です。昭和８年（1933年）、
神奈川県警察部山下消防署という、警
察組織の中に消防署がありました。そ
の後、警察と消防が分かれ、救急業務
は消防に引き継がれました。

　夜間、お子さんの体調のことでどのように対処すれば良
いか、すぐに医療機関にかかる必要があるか判断に迷うこ
とはありませんか。そのようなときは「かながわ小児救急
ダイヤル」を利用してください。
▶実 施 日　毎日
▶相談時間　18時から24時まで
▶電話番号
　※携帯電話、プッシュ回線からのご利用の場合　#8000
　※ダイヤル回線、IP電話、PHS等　045（722）8000

▶相談内容　お子さんの体調の急変等に関する
一般的な助言
▶相談対応者　専任の相談員（看護師等）
　※この相談は、助言を行うも
のであり、電話による診断・治
療を行うものではありません。
　また、消防署にご相談いただ
くことも可能です。

Ｑ２　救急車は、なぜ「ピーポー」という
　　　サイレン音なのか？
　実は救急車も配備された当初は、「ウー
ウー」というパトカーや消防車と同じ音で
した。しかし、この音が搬送される人や周
囲の人を不安にさせてしまうことから、少
しでも優しい音にするため「ピーポー」と
なりました。

Ｑ３　救急車の色はなぜ白いのか？
　法律により、消防車は朱色（赤）、そ
の他の緊急車両は白色と定められている
ためです。また、救急車に赤色のライン
が入っている理由としては諸説あります
が、「当時、他の医療機関の救急車両と
区別するために、同じ組織にある消防車
の色をラインで入れた」と言われていま
す。ただ、現在は市町村により赤のライ
ンを使用しない救急車もあります。

問消防署　☎（61）0911

子どもの急な病気に困ったら

　病気やけがをしたときに、救急車が必要なのか
判断に困ったら、こんな便利なアプリもあります。
　総務省消防庁では、救急車を呼ぶ時の判断や、
医療機関などの情報を提供し、状態に応じた必要
な対応を支援するためのアプリ「Ｑ助」の運用を
開始しました。救急車を呼ぶか、迷った時にお使
いください。

▶消防庁ホームページ
http://www.fdma.go.jp/neuter/
topics/filedList9_6/kyukyu_app.html

もしも救急車を呼ぶか迷ったら!?
便利なアプリが登場!!

　救急隊が到着するまでの間に、119番通報を受
けた消防職員が電話を通じて適切な応急手当の指
導を行います。指導に従って応急手当を実施する
ことで、傷病者の状態を安定させることや、その
状態の改善、救命の効果が期待されます。

　電話を通じて、応急手当の
口頭指導があった場合は、落
ち着いてその指導に従って、
可能な限り応急手当を実施し
てください。

口頭指導ってなんですか？
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　救急の日に、いそべぇが救急隊長になります。救急
隊長になって町内で広報活動を実施します。

●１日目
・と　き　９月７日（金）
　　　　　７時30分〜
・ところ　大磯駅前
・内　容　広報活動

●２日目
・と　き　９月９日（日）９時30分〜
・ところ　スーパーたまや　駐車場
・内　容　救急車の展示・乗車体験・胸骨圧迫体験

　４月に、各地区の日赤協賛委員（区長）を通じて、
各家庭に日赤社資募金をお願いしたところ、2,886,453
円（７月24日現在）の募金が集まりました。皆さんの
温かいご理解とご協力に対し、厚くお礼申し上げます。
　いただいた募金は、日本赤十字社の実施する災害救
援活動、救急法等講習会の実施、血液事業の推進及び
国際的な救援活動等の資金として活用されます。
　大磯町分区においても幼児安全法や健康生活支援講
習の開催などに活用しており、今年度も各種講習会を
開催する予定ですのでぜひ、ご参加ください。
　今後とも、皆さんの温かいご支援をお願いします。

問日本赤十字社神奈川県支部大磯町分区（福祉課内）
　☎内線303

　大磯町を含む近隣で、大規模な災害が起きた時には、
町内のクリニックは休診となり、大磯小学校と国府小
学校（被災状況により開所）に医療救護所が開所され
る予定です。救護所の近くにお住まいで、医師会等と
協力して、救護所の医療活動に参加していただける医
師・看護師等（介護福祉士等の福祉職、日赤救急法等
の指導者を含む。）の登録をお願いしています。（休日
や夜間だけ活動可能な方なども含みます。）
　ぜひ、お力をお貸しください。詳しい活動内容等に
ついてはお問合せください。

問スポーツ健康課　☎内線345

　７月25日（水）、厚木市の神奈川県総合防災センター
で第51回神奈川県消防操法大会が開催され、大磯町消
防団第６分団が中郡の代表として、「小型ポンプ操法
の部」に出場しました。
　大会当日は、猛暑の中での開催となりましたが、選
手は日頃の訓練の成果を遺憾なく発揮し、優良賞を受
賞しました。

　防火、防災に関しての知識が学べます。また、園児
向けに防災教室を行っています。
対象　防火・防災に関心のある町内在住、在勤の女性
申込み　通年
費用　無料

問・申消防総務課
　　　☎（61）0911

　消防署では心肺蘇生法やAEDの使い方、応急手当
を習得するため講習会を開催しています。いざという
時のために受講してみてはいかがですか。
▶内　容
普通救命講習　　 心肺蘇生法やAED、異物除去、止

血法を学ぶ３時間のコース
救命入門コース　 基本的な心肺蘇生法及びAEDの使

用方法を重点とした90分のコース
▶申込み
　町内在住、在勤または在学のおおむね５名以上のグ
ループでお申し込みください。随時受け付けています。
※少人数で受講をご希望の場合も、まずは、消防署に
ご相談ください。

問消防署　☎（61）0911

いそべぇが救急隊長に!! 応急手当を習得しよう！

赤十字会員増強運動ご協力ありがとうございました

災害時医療救護所をお手伝いいただける
医師・看護師等の登録のお願い

消防団第６分団が県消防操法大会で優良賞受賞

第６分団員

大磯町女性防火クラブ、クラブ員を募集します
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